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る。第 1 節から第 3 節は高校における様々な生活課題【第 1 節福祉生活課題（障




















































































































Ⅱ 審査結果報告  
１．総合所見  
 本研究は、家庭科としての教科のねらいを「生活課題解決能力を育成すること」
ととらえ、そのねらいを達成するために、問題解決的な学習としての参加型アクシ
ョン志向学習を導入した授業をデザインし、実践し、さらに授業評価を行い、授業
改善案を提言し、授業創造の方向性を見出すというアクション・リサーチにもとづ
くスケールの大きな家庭科教育研究である。今後のわが国の家庭科教育のあり方へ
の多大な示唆を与える実証的な研究として、高く評価できる。  
 
２．評価すべき点  
（１）研究テーマの適切性  
研究テーマが、家庭科の現状を踏まえた上で、明確な問題意識と目的をもって設
定されている。具体的には、生活課題解決のための実践的態度を養うことをめざし
て、参加型アクティビティの開発とそれを中心とした授業デザイン、さらにそれら
の理論化を行うことを、本論文の主要な研究テーマとしている。  
（２）論文の独自性  
本論文の独自性は、家庭科教育領域における理論と実証研究の蓄積の上に、教育
工学領域における理論と手法 (特に吉崎氏の授業デザイン理論および分析手法 )を
援用し、新たな知見を加えることに成功しているところにある。つまり、本論文に
おいて、家庭科教育学による研究アプローチと教育工学による研究アプローチが見
事に融合している。  
（３）論文の構成の適切性  
課題に沿って、理論ベースの検討がしっかりなされたうえで、実証分析が行われ
ており、エビデンスを適切に示しながら論述が展開されている。つまり、本論文に
おいては、生活課題解決能力を育成するための授業デザイン・実践・評価・改善に
関する理論化と実証研究の両側面が有機的に関連づいている。  
（４）本論文がもつ教育実践的価値  
 現在の家庭科教員が学校現場で置かれている実態を念頭に置いて、アクティビテ
ィを中心に据えたアクション・リサーチが授業者一人でもできることを明らかにし
た点は、今後の家庭科教育実践の発展に資するものといえる。そして、本論文の授
業実践事例は、次期学習指導要領がめざす「アクティブ・ラーニングによる高校授
業の改革」の１つのモデルを提供している。  
 
３．課題とされる点  
上記の優れた点を前提としたうえで、先行研究への著者のスタンスの明確さとい
う点で、若干の課題がある。本論文では、生活課題解決能力に関わる授業実践と授
業評価・改善に関する膨大な研究動向が整理され、そうした動向のなかでこれまで
検証されていない視点等が示されている。しかし、この論文のなかでのオリジナル
な部分（例えば、授業者の視点とか、一人でも可能なアクション・リサーチである
とか）をもっと前面に押し出すような「章や節の見出しのつけ方」が、本論文を単
行本等で刊行するまでに検討されるべきである。  
 
４．結論  
 論文審査委員会は、全員一致で、本論文の研究手法、内容および水準ともに博士
論文としての要件を十分に満たしているものと認め、博士（教育学）を授与するに
ふさわしいとの結論に達した。  
